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（概要版）

学校と家庭の連携にかかわる研究
―「新しい保護者会」を活用・発展させた子育て学習プログラムづくりと実践を通して―

Ｑ＆Ａ
Ｑ：「新しい保護者会」ってなんですか？

Ａ：群馬県総合教育センターが、学校における保護者会

の１つのモデルとして提案したものです。主な対象者は

保護者で、保護者同士が学び合える参加体験型プログラム

です。参加した方々から好評を得て、これまでに大きな

成果を上げています。

Ｑ：今回の「新しい保護者会」は今までと何が違うのですか？

Ａ：今回は学校の先生方も参加し、保護者の方々と一緒に学び合うもの

です。「子どもを共に育てる」という新しい視点に立ったプログラム

づくりをしました。詳細は次頁をご覧下さい。

現状と課題

なかなかうまくいかないな？
具体的な手だてはないのかな？

家庭との連携に課題を感じたことありませんか！

「新しい保護者会」を活用・発展
させた実践研究に取り組みました。

教師Ａ 教師Ｂ

忘れ物がなかなか

減らないな？家庭

にお願いはしてい

るけど…？

授業参観や懇談会

の参加者が少ない

なあ？

そこで



実践 学校と家庭の連携に視点を当てた「新しい保護者会」 子育て学習プログラム
○ 学習プログラムの構想

○ テーマの設定

連携視点１ 互いを知る

テーマ

ねらい

２．子どもの気持ちにこたえるかかわり方を考える

資料３ ワークシート

子どもの、「親にかかわりたい」

「先生にかかわりたい」という願い

を受け止めた、効果的な「かかわり

方」をたくさん考えられました。

「子どもの気
持ちに応えて
あげるには、
どのようなか
かわり方がよ
いか」ワーク
シートに書き
ましょう。

１．子どもの気持ちに添えない場面の役割演技

お母さんあのね
資料１ 家庭での場面

資料２ 学校での場面

子どもの気持ちを

受け止めた効果的

なかかわり方が役

割演技を通して共

有できました。

共通の課題から、
「子どもへのかかわり
方」をテーマに行う。
子どもが、家庭でも学
校でも伸び伸びと安心
して生活するための効
果的なかかわり方を、
擬似体験を通して学び
合う。

子どもへのかかわり方

学習プログラム１ 主な活動 振り返り

とても楽しく学習できま
した。先生も大変だなあと
思いました。先生とコミュ
ニケーションがとれて良か
ったと思います。

家庭の様子が伺えて良か
ったです。子どもへの励ま
し方がとても勉強になりま
した。

保護者

教 師

○学びの共有

参加した方も参加できな
かった方も、すべての方に
「新しい保護者会」での学
びを知っていただくために
おたよりを作成しました。

第２回 新しい保護者会だより

留意点

・文字は大きくはっきりと、

親しみやすい字体で書く。

・学習内容は端的にわかり

やすく伝える。

・保護者会で得た成果を

伝える。

・見て楽しいｲﾗｽﾄｶｯﾄや

写真を活用をする。

実践研究した
「学校と家庭の
連携に視点を当てた
『新しい保護者会』子
育て学習プログラム」
を作成します。各学校
で御活用ください。

連携視点２ 共に作り出す

テーマ

ねらい

学習プログラム２

やる気を育てるかかわり方

－宿題に視点を当てて－

共通の課題から、
宿題に視点を当て
て、「やる気を育て
るかかわり方」をテ
ーマに行う。宿題の
目的やねらい、効果
を理解し、よりよい
子どもの成長を促
す。

１．学校と家庭での「宿題をめぐるやりとりの場面」の役割演技

資料２ 学校での場面

資料１ 家庭での場面

家庭での、学
校での「宿題
をめぐるやり
とりの場面」
をＴ１とＴ２
で役割演技を
します。

悩みや思いを

共有することが

できました。

２．やる気を育てるかかわり方について考える

こんなのはどうかな？

資料３ やる気を育てるかかわり方シート

ブレーンストーミングで、
やる気を育てる具体的なかか
わり方を考えました。
「やる気を育てるかかわり方
シート」にまとめました。

先生が一緒に考えてくれ
たことがとてもうれしかっ
たです。

家庭で真剣に取り組んで
いる様子がわかりました。
家庭のことを考えて、宿題
の出し方も工夫しようと思
いました。

保護者

教 師

主な活動 振り返り

連携視点３ 輪を広げる

テーマ

ねらい

学習プログラム３

１．子どもの成長について考え話し合う

資料１ 子どもの成長について

「子どもが成
長したなあ」
と思うことを
考えて話し合
ってみましょ
う。

保護者同士がつ

ながることは、子

どもの成長にとて

も大切なことを確

認しました。

２．子どもの成長を支える他者について考える

資料２ ワークシート

孤育てしてませんか？

子どもの成長を支え

ているのは、家族だ

けでなく、他にもた

くさんの人に支えら

れていることに気付

きました。

学校と家庭が連携

して子どもを友に

育てていくことを

確認しました。

つなげよう 広げよう

子育ての輪

共通の課題から、
「つながり」をテー
マに行う。学校と家
庭のつながりは、子
どもの成長を支える
ために重要であるこ
とを活動を通して考
える。

家庭とつながることがとて
も大切なんだと思いました。
家庭と協力して子どもの成長
を支えていきたいと思いま
す。

悩んでいるのは自分だけ
じゃないんだなと気が楽に
なりました。たくさんの人
と話ができてとても良かっ
たです。

保護者

教 師

主な活動 振り返り

みんな成長しているんだね



まとめ

○ 「新しい保護者会」参加人数から

○ 「新しい保護者会」に参加した方からの意見と考察

問い合せ先 群馬県総合教育センター

担当係：生徒指導相談係 ０２７０－２６－９２１７（直通）

保護者Ａ：先生は、たくさんの子どもの指導で「大変だなあ」とあらためて思いました。
保護者Ｂ：先生ともっとコミュニケーションが深まるといいなと思います。
教 師Ａ：家庭での生活の様子がわかり親近感がわきました。

保護者Ａ：先生方が私たちと一緒に考えてくれてとてもうれしかったです。
教 師Ａ：家庭で真剣に子どものことを考えて取り組んでいることが分かりました。家庭

のことを考えて宿題の出し方も工夫します。
教 師Ｂ：保護者の方々と一緒に考えながら意見の交流ができたことはとてもよかったと

思います。

視点２ 共に作り出す
テーマ：やる気を育てるかかわり方

－宿題に視点を当てて－

視点３ 輪を広げる

テーマ：つなげよう広げよう子育ての輪

参加者の声

参加者の声

考察３：ふれあうことが大切であると感じました。保護者は先
生方とふれあいたいと考えています。積極的に保護者に働きか
けたり、ＰＴＡ行事等に参加したり、また、今回のように、参
加体験型の保護者会に取り組むことも大切です。

視点１ 互いを知る
テーマ：子どもへのかかわり方

考察２：相手の立場に立って考えることが大切であると感じま
した。おたよりを作るにしても、宿題を出すにしても「保護者
の方々はどのように思うだろうか」ということを、いつも感じ
ていることが大切です。

考察１：子どものことを伝え合い情報交換をする必要性を感じ
ました。学校と家庭をつなぐためのお便りや連絡帳などを有効
に活用していくことが大切です。

実践を通して、「連携が深まるポイント」が見
えてきました。

保護者の参加人数が回を追うごとに増えました。

保護者Ａ：「新しい保護者会」を通して、新たにお母さん方、先生方とも知りあえて自分
の世界が広がったように思います。

保護者Ｂ：子育てで悩んでいるのは私だけではないということがわかりました。たくさん
の方々とお話ができて少し気持ちが楽になりました。参加してよかったです。

参加者の声

家庭数３３に

対して




